
秋
あき

山
やま

菊
きく

次
じ

（吉田）

■
吉
田
地
区
担
当

渡
わた

邉
なべ

弘
ひろ

仁
ひと

（山桑）

佐
さ

藤
とう

正
まさ

剛
たけ

（金原）

小
こばやし

林須
す

美
み

子
こ

（椿）

布
ふ

施
せ

陽
よう

子
こ

（貝塚）

加
か

瀬
せ

安
やす

男
お

（栢田）

■
栄
地
区
担
当

八
や

木
ぎ

正
まさ

雄
お

（米持）

■
豊
和
地
区
担
当

伊
い

藤
とう

栄
えい

治
じ

（登戸）

鈴
すず

木
き

　 茂
しげる

（南山崎）

布
ふ

施
せ

行
ゆき

雄
お

　
（貝塚）

金
かな

杉
すぎ

勝
かつ

城
しろ

（東谷）

伊
い

藤
とう

輝
てる

夫
お

（今泉）

■
野
田
地
区
担
当

江
え

波
ば

戸
と

和
かず

男
お

（大浦）

■
匝
瑳
地
区
担
当

穴
あな

澤
ざわ

久
ひさ

男
お

（野手）

大
おお

木
き

武
たけ

一
いち

（飯倉）

椎
しい

名
な

　 寛
ひろし

（八日市場ホ）

及
およ

川
かわ

正
まさ

義
よし

（川辺）

木
き

原
はら

正
まさ

勝
かつ

（椿）

■
椿
海
地
区
担
当

山
やま

﨑
ざき

幸
こう

治
じ

（横須賀）

■
須
賀
地
区
担
当

安
あん

藤
どう

幸
ゆき

春
はる

（椿）

太
おお

田
た

憲
けん

一
いち

（上谷中）

髙
たか

品
しな

文
ふみ

敬
たか

（大寺）

林
はやし

　喜
き

太
た

郎
ろう

（高）

石
いし

橋
ばし

　 誠
まこと

（平木）

■
平
和
地
区
担
当

布
ふ

施
せ

利
とし

雄
お

（貝塚）

■
豊
栄
地
区
担
当

石
いし

田
だ

利
とし

之
ゆき

（大浦）

塚
つか

本
もと

繁
しげ

雄
お

（吉崎）

■
共
興
地
区
担
当

鎌
かま

形
がた

　 豊
ゆたか

（八日市場ホ）

■
中
央
地
区
担
当

並
なみ

木
き

昭
あき

男
お

（大堀）

■
飯
高
地
区
担
当

農
業
委
員
／
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員 

就
任

「
新
し
い
農
業
の
推
進
役

新
し
い
農
業
の
推
進
役
」を
紹
介
し
ま
す

　

農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
７
月
20
日
に
新
し
い
委
員
17
人
が
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
開

催
の
初
総
会
で
、
今
回
新
設
さ
れ
た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
12
人
の
顔
ぶ
れ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
役
を
務
め
る
、
両
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

農
業
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

※
議
席
番
号
順
に
右
上
か
ら
左
へ
掲
載
。
敬
称
略

※
担
当
地
区
順
に
右
上
か
ら
左
へ
掲
載
。
敬
称
略

新
し
く
な
っ
た

農
業
委
員
会
制
度

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
農

業
委
員
の
選
出
方
法
が
、

「
選
挙
に
よ
る
公
選
制
」

か
ら
「
市
長
が
議
会
の
同

意
を
得
て
任
命
す
る
方

法
」に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
担
い
手
へ
の

農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
、
新
規
参
入
の

促
進
な
ど
「
農
地
利
用
の

最
適
化
」
を
推
進
す
る
こ

と
が
、
農
業
委
員
会
の
必

須
業
務
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
推
進
の
取

り
組
み
へ
の
体
制
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
就
任
し
た

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
任
期
は
、

平
成
33
年
７
月
19
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
73
・
０
０
９
０

広報そうさ H 30.9月号 6



近
年
、
地
震
や
集
中
豪
雨

な
ど
に
よ
る
自
然
災
害

が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
今
年
６
月
の
大
阪
府
北
部

地
震
や
７
月
に
西
日
本
を
襲
っ

た
豪
雨
、
ま
た
、
平
成
28
年
の

熊
本
地
震
に
27
年
９
月
の
関

東
・
東
北
豪
雨
な
ど
も
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
で
は
、
災
害
が
発
生
す

る
危
険
性
が
高
ま
っ
た
場
合

に
、
防
災
行
政
無
線
放
送
な
ど

で
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避

難
開
始
」「
避
難
勧
告
」「
避
難

指
示（
緊
急
）」を
発
令
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
避
難
情
報
の
違
い

を
あ
ら
か
じ
め
認
識
し
て
お
く

こ
と
は
、
自
ら
の
身
の
安
全
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

適
切
な
避
難
行
動
を
取
る
た

め
に
、
今
一
度
確
認
を
し
ま
し

ょ
う
。

問
総
務
課
消
防
防
災
班

☎
73
・
０
０
８
４

　

災
害
の
起
き
る
危
険
性
が
高
ま
る
と
、
行
政
か
ら
避
難
に
関
す

る
情
報
が
発
令
さ
れ
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
適
切
な
避
難
行

動
が
と
れ
る
よ
う
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
は〝
い
つ
〞〝
ど
こ
で
〞起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

適
切
な
避
難
の
た
め
、

適
切
な
避
難
の
た
め
、

正
し
い
情
報
を

正
し
い
情
報
を

　大正12年９月１日に発生し
た関東大震災の教訓を生かし、
災害に対する認識を深めよう
と、毎年９月１日を「防災の
日」と制定しています。

９月１日は

「防災の日」

情報の種類 取るべき行動

避難準備・高齢者等避難開始
 人的被害が発生する可能性が高まっている状況

■高齢者や体の不自由な人、小さな子どもがいる人など、“避難に時
間を要する人”と“その支援をする人”は、避難を始めてください。
■それ以外の人は、避難の準備を整え、気象情報に注意して、危険だ
と思ったら早めに避難してください。

避 　 難 　 勧 　 告
 人的被害が発生する可能性がさらに高まっている状況

■速やかに避難をしてください。
■外出することで命に危険が及ぶような状況の場合は、自宅のより安
全な場所に避難してください。

避  難  指  示（ 緊 急 ）
 人的被害が発生する可能性が非常に高まっている状況
 または、実際に人的被害が発生した状況

■緊急に避難してください。
■外出することで命に危険が及ぶような状況の場合は、自宅のより安
全な場所に避難してください。

低

高

緊
急
度

緊
急
度

　「自助」「共助」「公助」による防災対策に取り組み、地域一体となった
災害対応に当たる体制づくりに向けて、防災訓練を実施します。

■訓練内容
　地震や津波などからの住民避難訓練、初期消火訓練、ＡＥＤ（自動体
外式除細動器）の操作方法説明、消防団による火災防御訓練など
●陸上自衛隊第１空挺団が八日市場第二中に出動し、車両展示や炊き出し訓練などを
実施します。●緊急速報メールなどを通じて災害による「避難指示」をお知らせします。
実際の災害と誤解しないよう注意してください。

問総務課消防防災班☎73－0084

日
時

場

所

※雨天中止の場合は、６時に防災行政無線でお知らせします。
9月30日（日）7時～

市内15会場
八日市場第二中、野栄中、八日市場小、豊栄小、須賀小、旧匝瑳小、
豊和小、吉田小、平和小、椿海小、共興小、栄小、飯高特別支援学校、
生涯学習センター、長谷浜津波避難タワー

自助・共助・公助 の連携に匝瑳市

総 合 防災訓練

まずは
身を守る
行動を

初動対応訓練
―シェイクアウト訓練―

①姿勢を低く ②頭を守り ③
揺れが収まる
まで動かない

　訓練開始は、当日７時ごろに防災行政無線でお知らせし
ます（約１分間）。自宅や職場などで実施してください。

提供：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議

本
市
で
昨
年
実
施
さ
れ
た
九
都
県

市
合
同
防
災
訓
練
で
の
机
上
訓
練

の
様
子

避難情報は
、

避難情報は
、

防災行政無
線で

防災行政無
線で

お知らせお知らせ

▼
屋
外
拡
声
子
局（
ス
ピ
ー
カ
ー
）

▲戸別受信機
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